
  

クオリティインディケーター（QI）成果報告 

〔小児科〕 

指標名 

年間総食物経口負荷試験実施数に対する患者一人あたりの年間

食物経口負荷試験実施率 

※食物経口負荷試験とは、アレルギーが確定しているか疑われる⾷品を単回または

複数回に分割して摂取してもらい、症状の有無を確認する検査。 

目標・ゴール 

患者一人あたりの、年間食物経口負荷試験実施数の増加 

目標・ゴール達成による効果 

食物制限が不要な患者に対し早期に安全に解除が期待できる。 

食物アレルギーの診断を正確におこなうことが期待できる。 

目標・ゴールに対する成果の状況 

[成果]  

食物負荷試験回数：1681件（昨年度 1716件） 

1 人あたりの回数：1.74回（昨年度 1.54回） 

食物不可試験

回数 

1 回 2 回 3 回 4 回 5 回 

2022年度 414 名 245 名 119 名 48 名 28 名 

2023年度 486 名 321 名 171 名 71 名 60 名 

2024年度 519 名 274 名 98 名 44 名 26 名 
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目標・ゴール達成度 

※該当項目に☑をつけてください 

□S ：大幅に目標を上回った 

□A＋：目標を多少上回って達成 

☑ A️：目標を達成 
□B＋：目標を少し下回った 

□B ：目標を下回った 

□C ：目標を大幅に下回った 

□－ ：外的要因により継続困難となった。 

目標・ゴールの課題・改善策 

前年度を上回る回数が認められており、多くの患者に複数回の負

荷試験を提供できる指標と考えるため、2025 年度も本指標を継続

する 
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クオリティインディケーター（QI）成果報告 

〔小児科〕 

指標名 

週数・体重別のＮＩＣＵ入院児の生存退院率 

目標・ゴール 

生存退院率の向上 

目標・ゴール達成による効果 

ＮＩＣＵ管理の質の向上が確認できる 

目標・ゴールに対する成果の状況 

[成果] 
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目標・ゴール達成度 

※該当項目に☑をつけてください 

□S ：大幅に目標を上回った 

□A＋：目標を多少上回って達成 

☑ A️：目標を達成 

□B＋：目標を少し下回った 

□B ：目標を下回った 

□C ：目標を大幅に下回った 

□－ ：外的要因により継続困難となった。 

目標・ゴールの課題・改善策 

前年に比しさらに改善が見られる。NICU 管理の質を端的に表す指

標と考えられるため、2025 年度も本指標を継続する。 
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